
　
日
本
史
に
お
け
る
中
核
的
な
概
念
は
、
政
治・経
済・社
会・外
交・

文
化
と
い
う
５
領
域
に
お
け
る
個
別
の
歴
史
的
事
象
を
貫
く
概
念
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
古
川
先
生
。
そ
れ
は
個
別
の
事
象
だ
け
で
は
理

解
し
に
く
く
、
単
元
を
貫
く
問
い
を
通
し
て
理
解
し
た
り
、
ほ
か
の

単
元
を
学
ぶ
際
に
そ
れ
ま
で
の
単
元
の
学
習
で
獲
得
し
て
き
た
知
識

を
活
用
す
る
こ
と
で
補
強
さ
れ
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら

に
他
者
と
の
学
び
を
通
じ
て
、
１
つ
の
歴
史
的
事
象
に
対
し
て
も
自

分
と
は
異
な
る
捉
え
方
や
表
現
の
仕
方
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
で

理
解
が
深
ま
る
も
の
で
あ
る
と
捉
え
、
授
業
で
は
、
整
理
し
た
こ
と

や
理
解
し
た
こ
と

を
他
者
と
共
有
し

な
が
ら
深
化
さ
せ

て
い
く
プ
ロ
セ
ス

を
大
切
に
し
て
い

る
。

　
例
え
ば
４
コ
マ

の
構
成
と
し
た

「
織し

ょ
く

豊ほ
う

政
権
」
の

単
元
で
は
、「
時

代
性
・
政
治
の
転

換
」
を
中
核
的
な

概
念
と
し
て
生
徒

に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
授
業
計
画
を
立
案
。
１
コ
マ
目
で「
時

代
の
転
換
は
ど
の
よ
う
に
し
て
起
き
る
の
か
」
と
い
う
問
い
を
単
元

を
貫
く
問
い
と
し
て
設
定
し
、
各
コ
マ
の
授
業
を
、
個
人
で
思
考
す

る
時
間
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
の
対
話
を
通
し
て
自
分
の
考
え
を
深

め
る
時
間
、
そ
し
て
他
者
と
と
も
に
最
適
解
を
模
索
す
る
時
間
で
構

成
し
た
。
そ
う
し
て
、
中
世
か
ら
近
世
へ
と
移
り
変
わ
る
中
、
織
田

政
権
、
豊
臣
政
権
が
ど
の
よ
う
に
新
た
な
時
代
を
構
想
し
、
ど
の
よ

う
な
政
策
で
そ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
理
解
す
る
と
と
も

に
、
そ
れ
を
自
分
の
言
葉
で
語
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
ほ
か
の

時
代
の
時
代
性
や
政
治
の
転
換
に
つ
い
て
も
歴
史
的
に
思
考
し
よ
う

と
す
る
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　
本
記
事
の
全
編
で
は
、
授
業
の
詳
し
い
流
れ
と
と
も
に
、
単
元
を

貫
く
問
い
に
迫
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
各
コ
マ
で
設
定
し
た
問

い
に
対
す
る
答
え
を
、
個
人
、
ペ
ア
、
全
体
で
考
え
る
際
に
用
い
る

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
、
授
業
を
通
じ
た
生
徒
の
変
容
な
ど
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
る
。

写真　年度当初は他者の意見に引っ張られていた生
徒も、協働的な学びを続ける中で、他者の考えを取り
入れながら自分の考えを深められるようになっていっ
た。

※プロフィールは、2026 年３月時点のものです。

単
元
を
貫
く
問
い
に
協
働
的
に

向
き
合
い
な
が
ら
、
歴
史
的
事
象
を

統
合
す
る
概
念
を
理
解
す
る

岩
手
県
立
盛
岡
第
三
高
校
　

古
川
剣は

や

と士

日本史

中核的な概念
の理解が深まる　

授業デザイン

協
働
的
な
学
び
を
通
し
て
単
元
を
貫
く
問
い
に
迫
る
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。
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ふ
る
か
わ
・
は
や
と

同
校
に
赴
任
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て
５
年
目
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地
理
歴
史
科
（
日
本
史
）。

※
２
０
２
６
年
４
月
よ
り
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
に
所
属
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　「
情
報
Ⅰ
」
の
授
業
を
通
じ
て
、
生
徒
に
は
与
え
ら
れ
た
情
報
を

文
脈
に
沿
っ
て
正
確
に
読
み
取
り
、
自
分
が
伝
え
た
い
こ
と
を
他

者
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
発
信
す
る
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と

語
る
山
田
先
生
。「
モ
デ
ル
化
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
単
元
で

は
、｢

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
を
分
析
し
、
条
件
の
変
化
と
結

果
の
関
係
性
を
捉
え
る
こ
と
で
、
不
確
実
な
事
象
の
背
後
に
あ
る

本
質
を
理
解
す
る｣

こ
と
が
中
核
的
な
概
念
を
理
解
す
る
こ
と
だ

と
考
え
、
単
元
計
画
を
練
っ
た
。
ま
ず
１・２
時
間
目
は
、「
じ
ゃ
ん

け
ん
で
勝
つ
確
率
は
本
当
に
３
分
の
１
な
の
か
」
な
ど
の
問
い
に

つ
い
て
、
中
学
校
の
数
学
で
学
習
し
た
確
率
の
公
式
を
用
い
て
導

き
出
し
た
理
論
上
の
値
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
値
を
比
較
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
技
術
の
有
用
性
を
実
感
さ
せ
た
。
続
く
３・４
時
間
目
は
、「
感

染
率
を
下
げ
れ
ば
医
療
崩
壊
は
防
げ
る
の
か
」
な
ど
の
問
い
に
つ
い

て
、
生
徒
は
山
田
先
生
が
作
成
し
た
表
計
算
ソ
フ
ト
の
テ
ン
プ
レ
ー

ト
に
お
い
て
、
入
力
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
の
値
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
表
示
さ
れ
る
グ
ラ
フ
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
感
染
者
数
の
増
減
や

そ
の
増
加
の
勢
い
の
変
化
を
確
認
し
た（
図
）。
５
時
間
目
は
、４
時

間
目
ま
で
の
学
習
を
踏
ま
え
て
、「
ピ
ー
ク
時
の
感
染
者
数
を
下
げ

る
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
何
か
」「
感
染
症
が
発
生
し
た

時
に
あ
な
た
な
ら
ど
う
行
動
す
る
か
」と
問
い
か
け
、考
察
さ
せ
た
。

　
本
記
事
の
全
編
で
は
、
授
業
の
詳
し
い
流
れ
と
と
も
に
、
授
業
づ

く
り
で
工
夫
し
た
点
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

一
定
の
内
容
の
ま
と
ま
り
を

通
じ
て
理
解
す
る

「
中
核
的
な
概
念
」

解説

感染者数のシミュレーション教材（抜粋）図

λ：感染率　　γ：回復率
S（t）：罹患する可能性のある人数
 I（t）：感染者数　　R（t）：感染経験者数

山田先生は感染者数のシミュレーションのモデルにつ
いて調べ、表計算ソフトのテンプレートを作成。λとγ
の値を変えるとグラフが変化し、ピーク時の感染者数
やピークの時期も変化することを提示した後、生徒は
パラメータの値を入力してシミュレーションを行った。
※学校資料を基に編集部で作成。

自
分
事
に
し
や
す
く
、数
学
の
既
習
知
識
を

活
用
す
る
題
材
で
、シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
仕
組
み
の
理
解
を
深
め
る

島
根
県
立
益ま

す

田だ

高
校

　山
田
伸
太
郎

情報

中核的な概念
の理解が深まる　

授業デザイン

未
知
の
事
象
を
予
測
で
き
る
技
術
の
有
用
性
を
実
感

本
記
事
の
全
編
に
は
、
下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

本
誌
２
０
２
５
年
７
月
号
の
特
集
の
全
編
に
は
、

下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　
文
部
科
学
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
中
央
教
育
審
議
会

で
は
、
学
習
指
導
要
領
の
次
期
改
訂
に
向
け
た
議
論
を
進

め
て
い
る
が
、
そ
の
論
点
の
１
つ
が
、「
各
教
科
等
の
中
核

的
な
概
念
等
を
中
心
と
し
た
、
目
標
・
内
容
の
一
層
分
か

り
や
す
い
構
造
化
」
で
あ
る
。
本
誌
２
０
２
５
年
７
月
号

の
特
集
に
お
い
て
、
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
の

石
井
英て

る
ま
さ真

准
教
授
は
、「
中
核
的
な
概
念
」を「
単
元
な
ど
の
、

一
定
の
内
容
の
ま
と
ま
り
を
通
じ
て
理
解
し
て
ほ
し
い
主

要
な
概
念
等
」と
し
、「
中
核
的
な
概
念
」の
下
で
個
別
の
知

識
が
統
合
、
結
集
さ
れ
る
こ
と
で
、広
範
囲
の
出
来
事
・
現

象
の
理
解
や
予
測
に
役
立
つ
よ
う
な
一
般
化
・
転
移
が
可
能

と
な
り
、
永
続
性
の
あ
る
学
力
が
育
ま
れ
る
と
説
明
し
た
。

　
生
徒
に
概
念
と
し
て
の
知
識
の
習
得
や
深
い
意
味
理
解

を
促
す
た
め
に
は
、
一
問
一
答
の
よ
う
な
学
び
で
は
な
く
、

答
え
ま
で
の
距
離
が
長
く
、
思
考
す
る
こ
と
を
要
求
す
る

問
い
を
授
業
で
設
定
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
さ
ら
に
、
そ

こ
に
他
者
と
の
協
働
が
あ
る
こ
と
で
、
理
解
が
よ
り
深
く

な
り
、
表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
の
汎
用
的

資
質
・
能
力
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

　
個
別
の
知
識
の
習
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、
概
念
と
し
て
の

知
識
の
習
得
や
深
い
意
味
理
解
を
通
じ
て
「
生
き
て
働
く

学
力
」
を
育
む
授
業
づ
く
り
が
、
今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら

れ
る
だ
ろ
う
。

や
ま
だ
・
し
ん
た
ろ
う

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

３
学
年
主
任
。
進
路
指
導
部
。
数
学
科
、
情
報
科
。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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県
内
最
大
規
模
の
総
合
産
業
高
校
で

あ
る
福
井
県
立
坂
井
高
校
は
２
０
２
１

年
度
、
文
部
科
学
省
「
マ
イ
ス
タ
ー
・
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
」
の
指
定
を
機
に
、
生
徒
が

自
分
の
課
題
意
識
に
基
づ
い
た
探
究
学

習
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
見
直
し
た
。
具
体
的
に
は
、
１
年
次
の

必
修
科
目
と
し
て
全
コ
ー
ス
に
学
校
設
定

科
目
「
ふ
く
い
の
産
業
」
を
設
置
し
、
他

コ
ー
ス
の
教
師
に
よ
る
授
業
や
企
業
等
と

の
連
携
に
よ
る
出
前
授
業
を
実
施
。
外
部

講
師
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
生
徒
が
企
業

　
山
梨
県
・
私
立
東
海
大
学
付
属
甲
府
高

校
は
、
学
校
・
企
業
・
大
学
を
つ
な
ぐ
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
協
力
を
得
て
、
企
業
と
連
携

し
た
探
究
学
習
「
ガ
チ
・
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。

２
０
２
５
年
度
は
１
年
生
を
対
象
に
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
や
企
業
か
ら
講
師
を
招
い
た
探

究
学
習
を
実
施
。
生
徒
は
情
報
収
集
や

デ
ー
タ
分
析
の
方
法
、
ア
イ
デ
ア
を
生
み

の
課
題
を
リ
ア
ル
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
。
ま
た
、３
年
次
に
取
り
組
む
課
題

研
究
の
中
間
発
表
会
や
最
終
発
表
会
を
全

コ
ー
ス
合
同
で
実
施
。１・２
年
生
も
参
加

し
、同
じ
コ
ー
ス
の
先
輩
や
他
コ
ー
ス
の

課
題
研
究
の
内
容
を
知
る
機
会
と
し
た
。

　
そ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
生
徒
に
課
題

意
識
を
醸
成
し
つ
つ
、
２・３
年
次
は
各

コ
ー
ス
の
専
門
に
応
じ
た
課
題
研
究
に
取

り
組
む
。
例
え
ば
食
品
コ
ー
ス
は
、
生
徒

が
作
っ
た
農
作
物
や
加
工
品
を
販
売
す
る

「
坂
高
マ
ル
シ
ェ
」（
年
６
回
）の
出
店
に
向

け
て
、
２
年
次
は
製
造
技
術
や
店
の
運
営

方
法
な
ど
を
学
び
、
３
年
次
は
売
れ
る
商

品
づ
く
り
に
試
行
錯
誤
し
て
取
り
組
む
。

　
本
記
事
の
全
編
で
は
、課
題
研
究
を
通

じ
て
成
長
し
た
生
徒
の
様
子
や
コ
ー
ス
間

連
携
の
取
り
組
み
、
企
業
等
と
の
連
携
を

支
え
る
「
坂
井
高
校
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

出
す
た
め
の
視
点
の
持
ち
方
な
ど
を
学
ん

だ
後
、「
次
年
度
の
文
化
祭
の
来
場
者
数

を
増
や
す
方
法
の
提
案
」
と
い
う
課
題
に

グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
ん
だ
。
そ
し
て
、
中

間
発
表
会
で
受
け
た
企
業
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
踏
ま
え
て
案
を
練
り
上
げ
、
最
終

発
表
会
に
臨
ん
だ
。

　
さ
ら
に
、
課
外
活
動
と
し
て
、
地
域
の

旅
行
会
社
と
連
携
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実

施
し
た
。
１
〜
３
年
生
の
有
志
約
30
人
が

学
年
混
合
で
６
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、「
旅

行
会
社
が
所
有
す
る
施
設
の
外
国
人
利
用

者
数
を
増
や
す
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

挑
戦
。
生
徒
は
現
地
視
察
や
外
国
人
旅
行

者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
な
ど
を
行
っ

た
上
で
多
様
な
提
案
を
し
た
。

　
本
記
事
の
全
編
で
は
、「
ガ
チ
・
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ａ
Ｉ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
計
画
や
企
業

と
連
携
し
た
課
外
活
動
の
詳
細
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
る
。

左上から時計回りに鈴木伸和（教頭）、八
や
巻
まき
英
ひで
世
よ

（校長）、齊藤政
まさみち
道（副校長）、遠藤恭

きょう
太
た
（企業連

携講座チーフ、地歴公民科主任）、安
あ び こ
孫子雄

ゆう
来
き
（研

究部副主任・ユネスコ委員会チーフ、数学科）

※プロフィールは、2026 年３月時点のものです。

「やらされ探究」から「　　　　　　　　」へ！
生徒が主体的に取り組む学習であるはずの探究学習に「やらされ感」を抱く生徒、教師は少なくない。

探究学習を生徒、教師が自分事化し、よりよいものとするためにはどうすればよいか、事例を通じて考える。

他
コ
ー
ス
や
企
業
と
の
連
携
を

通
じ
て
、１
年
次
か
ら
専
門
分
野

の
課
題
意
識
を
醸
成
。様
々
な

連
携
へ
の
ハ
ー
ド
ル
も
下
げ
る

福
井
県
立
坂
井
高
校

外
部
講
師
か
ら
学
ん
だ
探
究

学
習
の
ポ
イ
ン
ト
を
生
か
し
、

校
内
や
企
業
の
課
題
に
対
す
る

提
案
を
練
り
上
げ
る

山
梨
県
・
私
立
東
海
大
学
付
属
甲
府
高
校

Tur ning Point

Tur ning Point

探究学習における
コース間連携と
企業連携

企業・団体と連携し、
社会とつながる
機会の創出

本
記
事
の
全
編
に
は
、

下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

本
記
事
の
全
編
に
は
、

下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

進
路
支
援
部

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
務
局

早
見
佳
明  

は
や
み
・
よ
し
あ
き

進
路
支
援
部

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
務
局
長

永
田
卓
裕 

な
が
た
・
た
か
ひ
ろ
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大
分
県
立
大
分
雄
城
台
高
校
は
、
校
訓
や

学
校
教
育
目
標
に
基
づ
き
、
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
を
「
情
報
整
理
力
、
課
題
解
決

力
、
発
信
力
、
協
働
、
自
他
の
尊
重
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
」
と
定
義
し
、
そ
れ
ら
を
全
教

科
・
科
目
で
育
む
た
め
、
全
教
科
・
科
目
の

単
元
構
成
を
学
年
ご
と
に
一
覧
で
俯
瞰
で
き

る「
単
元
配
列
表
」と「
単
元
デ
ザ
イ
ン
シ
ー

ト
」（
図
）
を
２
０
２
１
年
度
か
ら
運
用
し

て
い
る
。

　
単
元
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
は
、
単
元
目
標
や

学
習
課
題
、
単
元
末
課
題（
図
　
）、
そ
し

て
評
価
基
準（
図
　
）
な
ど
を
１
枚
に
ま
と

め
た
も
の
だ
。そ
れ
は
科
目
単
位
で
作
成
し
、

教
師
・
生
徒
と
共
有
し
て
い
る
。

　
田
村
学
主
任
視
学
官
は
、
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
の
策
定
か
ら
授
業
で
の
そ
の
育

成
・
評
価
ま
で
が
構
造
化
さ
れ
て
い
る
点
に

つ
い
て
、「
目
標
・
指
導
・
評
価
の
一
体
化

に
向
け
て
、
多
く
の
学
校
の
参
考
に
な
る
仕

組
み
だ
」と
評
価
し
た
。
小
野
裕
史
先
生
も
、

「
教
師
間
で
授
業
内
容
や
評
価
規
準
の
目
線

が
そ
ろ
い
、
生
徒
は
単
元
目
標
や
身
に
つ
け

る
べ
き
資
質
・
能
力
を
意
識
し
て
学
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
」
と
手
応
え
を
語
っ
た
。

　
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
て
田
村
主
任
視
学

官
は
、「
単
元
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
」
に
つ
い

て
２
つ
の
改
善
点
を
提
示
し
た
。
１
つ
は
、

評
価
の
場
面
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
評
価

対
象
と
し
て
い
る
小
テ
ス
ト
を「
学
習
課
題
」

に
明
記
す
る
こ
と（
図
　
）。
も
う
１
つ
は
、

「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
を
評

価
す
る
場
面
を
明
確
に
し
て
、
そ
の
場
面
に

お
い
て
生
徒
に
期
待
す
る
姿
を
言
語
化
し
、

評
価
規
準
と
し
て
単
元
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
に

明
記
す
る
こ
と
だ
（
図
　
）。

　
田
村
主
任
視
学
官
が
挙
げ
た
同
校
の
実

践
の
ポ
イ
ン
ト
や
改
善
点
の
詳
細
は
、ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
た
全
編
で
紹
介
し
て
い

る
。

今回のテーマに関連する過去の記事は、教育情報総合サイト『VIEW next ONLINE』でご覧いただけます。

▶2023年度12月号
「そうだったのか！　学習評価」
評価規準の設定と運用のポイント

▶2021年度６月号
「新課程に向けて描く『学校教育デザイン』」
大分県立大分雄城台高校

小野裕
やす

史
し

（指導教諭。授業力向上プロ
ジェクトリーダー。国語科）

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

※学校資料を基に編集部で作成。

見直し❶「知識・技能」を評価する小テストの実施時期を加え、評価対象をより明確に。
見直し❷「主体的に学習に取り組む態度」の表出が見込まれる話し合いの場面で生徒に期待す
る姿を言語化して評価規準を明記。それによって「主体的に学習に取り組む態度」を的確に評
価できるようになり、その記録は総括的評価の材料にもなる。

学学習習評評価価学習評価
実践校の取り組みを基に、

学習評価をより充実させるポイント
を田村先生がアドバイス

関連記事はこちら！

文部科学省　初等中等教育局　
主任視学官

田村 学 たむら・まなぶ

本
記
事
の
全
編
に
は
、
下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

ウェブ連載記事 ダイジェスト 高校版

単元デザインシート　国語「現代の国語」の例図

大
分
県
立
大
分
雄お

城ぎ
の

台だ
い

高
校

「
単
元
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
」を

活
用
し
、目
標・指
導
・
評
価

の
一
体
化
を
図
る

2

1

単元末課題C

単元末課題の評価基準D

C

D

12

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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